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お 知 ら せ 
 

東京電力から当社への電力融通について（８月１８日 第３報） 
 
当社は、本日の最大需要を１，１８０万ｋＷ、供給力を１，２４０万ｋＷと想定してお

りましたが、前線の南下により東北北部を中心に雨天となり、気温の上昇が抑えられてい

ることから、最大需要を１，１５０万ｋＷ、供給力を１，２１０万ｋＷ、予備率を５．２％

に、それぞれ変更いたしました。 
この見直しに伴い、東京電力より本日８時から２２時まで融通いただくこととしていた

最大７０万ｋＷの全国融通を最大６０万ｋＷ（最大需要発生時間帯は４０万ｋＷ）に、終

了時間を２時間早め２０時に、それぞれ変更いたしておりました。 
（本日、お知らせ済み） 

 
その後、前線のさらなる南下に伴い、雨天の地域が拡大し、需要の増加が抑えられてい

ることを踏まえ、東京電力からの全国融通については、終了時間をさらに３時間早め、  

１７時までといたしました。 
 

引き続き、節電への一層のご協力をお願い申し上げます。 
 
 電力需給逼迫に伴う電力融通の状況は、以下のとおりです。 

相手先 期 間 融通量（ｋＷ） 
東京電力 ８月１７日(水)６時から１９日(金)２２時まで ３０万ｋＷ※１ 

東京電力（全国融通※２） ８月１８日(木)８時から１７時まで 最大６０万ｋＷ※３ 

  
なお、この他、日本卸電力取引所※４の活用も行っております。 

 

※１ 東京電力が北海道電力から受電している融通を当社に譲渡していただくものです。 

※２ 電力需給が厳しいと予想する場合、電力会社間の連系線利用を管理するＥＳＣＪ（電

力系統利用協議会）および相手電力会社に原則２時間以上前までに連絡、協議を行

うこととなっています。 

※３ 午前中に６０万ｋＷ、最大需要発生時間帯（１４時から１５時）は４０万ｋＷの融

通を受けました。 

※４ 電力会社や新規参入事業者が会員になっており、電気の取引を仲介する一般社団法

人です。 
以 上 


